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事 務 連 絡 

 令和７年４月１日 

助成活動団体の皆様 

 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 

子どもゆめ基金部助成課 

 

 

令和７年度助成金（一次募集）の交付決定通知に伴う連絡事項について 

 

 

日頃より、子どもの体験活動・読書活動にご尽力いただき誠にありがとうございます。さ

て、標記の交付決定通知に伴う連絡事項がございますので、以下ご一読願います。 

 

１．助成金の交付額について 

（１）「助成対象経費」の算定 

 貴団体から提出された申請書の収支計画表に助成対象とならない経費が含まれている場

合、その金額を除外し、「助成対象経費」を算定しています。 

 

（２）「活動規模別の限度額」の算定 

 貴団体から提出された申請書の活動規模が適切でない場合には、活動規模を縮小する交

付条件が付されます。そのため、助成金の申請額が縮小された活動規模別の限度額を超

える場合、助成金の交付額を活動規模別の限度額に算定しています。 

 

（３）「助成金の交付額」の算定 

 助成金の交付額は、上記（１）の助成対象経費又は（２）活動規模別の限度額（活動実

績のない新規団体は２分の１）のいずれか低い金額に対し、一定の査定率を乗じて算定し

ています。この査定率は、予算の範囲内で設定していますので、ご理解をお願いします。 

 

２．今後の主な手続き 

（１）助成金の交付条件 

・ 助成活動には、共通して交付条件が附されていますので、交付決定通知書を必ず確認し

てください。 

・ 審査の結果により、個別の交付条件が附されている場合があります。（交付決定通知書

末尾） 

・ 申請書等を再提出するよう個別の交付条件が附されている場合、速やかに手続きをして

ください。 

・ なお、個別の交付条件として記載された事項については、今後申請書を審査する際、そ

の改善状況を確認しますので、次回以降申請する場合はご留意ください。 
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（２）経費の管理等 

・ 助成対象とならない経費は、令和７年度の「募集案内」や「助成金交付の手引き」に基

づきます。各経費の執行の際は、これらを十分確認した上で執行をお願いします。 

・ 経費の査定を行った経費は、収支計画表内に赤字で記しています。申請書を一度修正す

ると査定内容を確認できなくなりますので、必ず印刷又は画面のハードコピーをお願い

します。 

・ 指導・協力者に支払う謝金について、原則、助成対象となる謝金額は、交付決定された

指導・協力謝金額が上限となります。他の経費から、指導・協力謝金に費用を流用する

ことはできませ  ん。交付決定された指導・協力謝金総額を上回る金額を支払った場

合、超過分は助成対象外経費となりますので、ご注意ください。 

・ 助成活動の経理は、他の経理と区分し、所定の収支簿により管理してください。 

・ 経費の領収書は、支出の証明のため、実績報告時にコピーを提出（Ａ．助成対象経費）

してください。 

原本の提出は不要ですが、助成活動の完了の日の属する年度の終了後５年間保管し、求

められた場合のみ提出してください。 

・ 活動資金の立替が困難な場合、助成金の交付額の６割を上限に概算払いが可能です。希

望する際は早めに申請してください。振込までには最大４週間程度かかりますのでご了

承ください。なお、過去に実績報告書の提出期限を守らなかった場合や提出された書類

に不備があった団体については、概算払いの金額を交付決定額の４割までとする交付条

件が付されています。 

・ 助成金の振込口座を新たに登録する場合、又は変更する場合は電子申請システムより速

やかに登録してください。 

 

（３）参加者の募集 

・ 当基金では、参加者を“公募”することが条件となっていますので、募集のチラシやポ

スターを公共機関等に配布するなど、広く募集してください。広報物は事前（訂正がで

きる段階）に提出していただきます。提出が無い場合、助成金を交付しないことがあり

ます。 

・ 完成した広報物は、https://dantai.pr.yume.niye.go.jp/にログインして掲載してくだ

さい。 

※ 掲載手順は、サイト内のマニュアル参照 

※ ログインには、メールアドレスの登録が必要です。ＩＤは別途（団体メールアドレ

ス宛に送付）お知らせいたします。 

 

（４）助成活動月別フォトボードの使用について 

・ 子どもゆめ基金ホームページよりダウンロードしてご使用ください。 

助成活動中は、可能な限りフォトボードを掲示し、参加者へ子どもゆめ基金助成活動で

ある旨を周知するよう努めてください。 

・ なお、集合写真を撮る際は、必ずこのフォトボードが写るように撮影してください。 
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（５）写真撮影・写真の取扱いについて 

・ 参加者の肖像権へ配慮するため、参加者募集時に、写真撮影や広報・報告書への写真の

使用について必ず許諾を取ってください。 

・ なお、申し込み制の活動においては、申込み時または受付時に「許諾書」を取り、団体

で保管してください。 

 

 

（６）その他 

・ この事務連絡は、概略のみお知らせしています。詳細は、「令和７年度助成金交付の手

引き」を必ず確認し、不明な点は当課へご相談ください。 

・ メールで相談される際は、メールの件名に整理番号（「25」から始まる７ケタの番号）

を明記し、メールの本文に団体名と連絡担当者の氏名を明記してください。整理番号

は、交付決定通知書に記載されています。 

【参考】令和７年度助成金交付の手引き等のＵＲＬ 

https://yumekikin.niye.go.jp/pdf/R7Guidance_ALL.pdf 

 


